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＜傾斜地を棚田などの農地として利用するベトナム・ホアビン省の人々 ＞
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■ JVC の活動はベトナム各地で実施
　されてきた。

谷た

に

や

ま山 

博ひ

ろ

し史

八
六
年
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
参
加
、
カ
オ
イ

ダ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
技
術
学

校
担
当
。
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
の
駐
在
を
経
て
、
九
四

年
か
ら
事
務
局
長
。
〇
二
年
か
ら

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
現
地
代
表
に
。

〇
六
年
に
帰
国
し
、
代
表
理
事
に

就
任
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
副
理
事
長
。

「
自
分
た
ち
で
や
っ
て
い
け
る
」
と
い
う
村
人
と

ベトナムでJVCが活動を始めたのは冷戦構造が崩れ始めた1990年。そ

れから19年が経ち、JVCはこの3月で現地における活動にひと区切りをつ

けた。多くの関係者を交えて開催した振り返りの会議の報告をお届けすると

ともに、今後の JVCのベトナムとの関わり方について確認する。(編集部 )     

ベトナム、支援から交流へ

代
表
理
事

特集

〜 

ベ
ト
ナ
ム
で
の
支
援
活
動
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て 

〜

■
支
援
型
の
活
動
に　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

区
切
り
を
つ
け
る

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
〇
八
年
度
ホ
ア
ビ
ン

省
に
お
け
る
「
住
民
参
加
型
農
村
開

発
」
事
業
の
第
二
フ
ォ
ー
ズ
の
終
了

を
も
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
支

援
活
動
に
ひ
と
区
切
り
を
つ
け
ま
し

た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
事

業
型
の
活
動
を
行
な
わ
な
い
た
め
、

事
業
費
の
投
入
を
前
提
と
す
る
政
府

へ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
登
録
は
延
長
せ
ず
、
ハ

ノ
イ
事
務
所
も
閉
鎖
し
ま
し
た
。

今
年
三
月
七
日
、
支
援
活
動
の
終

了
に
あ
た
っ
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
十
九
年

の
活
動
の
振
り
返
り
と
関
係
者
へ
の

お
礼
と
報
告
を
兼
ね
た
「
ま
と
め
の

会
議
」
を
ハ
ノ
イ
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
九
〇
年
か
ら
〇
八
年
ま
で

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
関
わ
っ
た
活
動
地
か
ら
百

人
以
上
の
関
係
者
が
一
同
に
会
す
る

盛
大
な
会
議
で
し
た
。
こ
の
会
議
の

報
告
を
も
と
に
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
ベ
ト
ナ

ム
に
何
を
残
し
た
の
か
を
簡
単
に
振

り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
村
に
流
れ
る
「
地
下
水
」

地
域
の
外
か
ら
来
た
人
間
の
働

き
か
け
で
始
ま
っ
た
生
活
改
善
の
取

り
組
み
は
、
外
部
か
ら
の
お
金
や
モ

ノ
の
投
入
が
終
わ
れ
ば
跡
形
も
な
く

消
え
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
時
代
を
経

て
も
村
や
地
域
の
記
憶
や
慣
習
の
一

部
と
な
っ
て
枯
れ
ず
に
水
脈
を
保
ち

続
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の

会
議
で
の
各
地
の
報
告
を
聞
い
て
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
外
部
者
で
あ
る
Ｊ
Ｖ

Ｃ
は
去
っ
て
も
、
新
た
な
工
夫
の
智

恵
、
様
々
な
問
題
を
解
決
し
た
経
験

は
確
実
に
残
る
と
感
じ
ま
し
た
。

■
ベ
ト
ナ
ム
で
の　
　
　
　
　

　
　
　
　

  

四
つ
の
活
動
の
系
譜

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
こ
れ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム

の
ほ
ぼ
全
地
域
で
様
々
な
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
地
域
で
言
え
ば
、
北

部
の
ハ
ノ
イ
市
や
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
と

そ
の
周
辺
の
農
村
部
及
び
北
部
山
岳

地
帯
、
南
部
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
そ
の

周
辺
の
農
村
部
及
び
南
部
デ
ル
タ
地

帯
、
そ
し
て
中
部
フ
エ
市
周
辺
の
農

村
部
で
す
。
活
動
に
は
大
き
く
四
つ

の
系
譜
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

会
議
で
の
発
言
を
も
と
に
次
ペ
ー
ジ

に
ま
と
め
ま
し
た
。

■
「
自
分
た
ち
で
や
っ
て　
　
　

　

い
け
る
」と
い
う
言
葉
の
重
さ

ベ
ト
ナ
ム
が
目
覚
し
く
経
済
発
展

し
た
か
ら
、
あ
る
い
は
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
後
の
孤
立
か
ら
全
方
位
外
交
へ
と

国
際
環
境
と
ベ
ト
ナ
ム
外
交
が
転
換

し
た
か
ら
な
ど
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
支
援
型

の
活
動
を
終
え
る
理
由
は
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
番
大
き
い
の

は
、
一
旦
支
援
型
の
活
動
を
終
え
る

こ
と
で
、
今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
関

わ
り
方
を
見
直
す
時
期
に
来
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
最
後
の
支
援
活
動
と

な
っ
た
ホ
ア
ビ
ン
省
で
の
活
動
の
成

果
は
、
ホ
ア
ビ
ン
以
前
の
活
動
の
経

験
と
成
果
の
蓄
積
が
あ
っ
て
生
ま
れ

た
も
の
で
す
。
持
続
的
農
業
や
自
然

資
源
の
管
理
や
村
づ
く
り
委
員
会
な

ど
の
学
び
合
い
は
、
一
活
動
地
の
中

だ
け
で
な
く
、
郡
を
越
え
、
省
を
越

え
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ア
ビ
ン

省
タ
ン
ラ
ッ
ク
郡
の
あ
る
村
人
は
言

い
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ

が
い
な
く
て
も
自
分
た
ち
で
や
っ
て

い
け
る
」。
私
た
ち
は
こ
の
言
葉
の

意
味
を
今
真
剣
に
噛
み
し
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ア
ビ
ン
省
で
の
最
後
の
活
動
を

無
事
終
了
に
導
き
こ
の
三
月
に
Ｊ
Ｖ

Ｃ
を
退
職
し
た
伊
能
ま
ゆ
さ
ん
を
は

じ
め
、
活
動
に
関
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ

と
彼
ら
を
支
え
続
け
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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■
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
人
関
係
者
か
ら
、
そ

　

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
活
動
と
Ｊ
Ｖ

　

Ｃ
と
の
関
係
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
（
会

　

議
で
は
伊
能(

左)

が
通
訳
も
務
め
た
）。

■会議概要：

　日程：2009 年 3月7日　
　場所：女性同盟女性博物館会議場（ハノイ）
　ベトナム側参加者（活動地 / 分野）：ハイフォン市（職業訓練、盲学校、

　　子どもの家、アヒル水稲同時作）、ホーチミン市（ヒーボン聾学

　　校）、ベンチェ省（職業訓練、地域開発、アヒル水稲同時作）、フ

　　エ省（住民参加型農村開発）、ソンラ省（住民参加型農村開発、　

　　アヒル水稲同時作）、ホアビン省（住民参加型農村開発）、ドンタッ

　　プ省（アヒル水稲同時作）

　日本側参加者：日本大使館参事官 眞鍋寛氏、JICA 次長 松永正英　

　　氏、ベトナム日本交流センター所長 小樋山覚氏、合鴨水稲同時

　　作推進者 古野ご夫妻、元 JVC ベトナム代表 稲見圭氏、JVC 理事 

　　熊岡路矢、JVC 代表 谷山博史、JVC ベトナム代表 伊能まゆ 他

活動④：アヒル水稲同時作

Ｊ Ｖ Ｃ の 4 つ の 活 動 の 系 譜： ベ ト ナ ム 各 地 か ら の 報 告 か ら

活動①：子どもの福祉支援活動③：農村開発

「『子どもの家』はある先生の家で30人の子どもた

ちが識字教育を受けていたことに始まる。この活動を

受け継ぐ形で95年、JVCと自治労の支援で『子どもの

家』が建設された。14年間の活動で、678人の子ど

もたちに識字教育を行ない、内98人が卒業した。

JVCの支援終了（2000年）以降、数々の困難があっ

たが、今も自立できている。身寄りのない子どもたち

のケアをする施設としてハイフォン市からモデル施設に

指定された」

「93年当時、フエの農村での暮らしは困難だった。

合作社や集団農場で成果を得られなかった。その時に

JVCはフエに来た。JVCのワークショップに出て『これ

は今までと違う』と思った。一方的に学ぶだけでなく、

村人同士が語り合い、自分たちの課題を見つけるような

仕掛けだったからだ。これを通して、活動が村人自身の

ものになっていくと思えた」

「JVCの活動を続けて生活を改善した。多くの活動は

郡の人民委員会に引き継がれて今も継続している。牛銀

行では、91年当時3,000 頭だった牛が現在は10,000

頭になり、稲作改善では１ｈあたり4tだった収穫が５～

8tに増えた。自然資源管理の活動を受けて土地や林地

の住民管理も進み、現在では35%の林地に土地借用証

書が交付されて村人自身が管理・利用するようになった」

フエ省アルイ郡　ダイさん、トアさん

「JVCが VACVINAハイフォンの協力で94年に14世帯

から始めて以来、JVCの活動した地域ほぼすべてで実

践され、現在も広がっている。一時は鳥インフルエンザ

の影響で衰退したが、その後また広がっている。例えば

ベンチェ省では、07年 =11ha → 08年 =192haに増大、

09年はさらに増加との予想。ハイフォンでは、95年

=115世帯14ha、2000 年 =1,200 世帯160ha、2004 年

=2,000世帯400haと広がっている」

（会議では、日本の合鴨水稲同時作がベトナムの農民

の工夫でその地域の特性を活かして応用されている例も

報告された。前述のベンチェ省で、エビの養殖池を隔

年でアヒル水稲同時作に転用する試みを始めたという。

これによってエビ養殖池の栄養過多を防止し、かつアヒ

ル水稲同時作にも効果があるという。会議に参加された

合鴨水稲同時作のパイオニアである古野隆雄氏は、合

鴨水稲同時作を地域の自然と文化に適応させたベトナム

の農民の工夫と努力を賞賛された）

VACVINAハイフォン代表　ニューさん

ハイフォン市『子どもの家』園長　トゥイさん

活動②：職業訓練

「89～90年、ベトナムは大変な時代だった。ドイモ

イは始まっていたが、移行期の混乱があった。失業は

多く、技術を身につけていない人が沢山いた。難民の

帰還、傷病者も多く抱えていた。

市労働局も職業訓練の必要性は感じていながら様々

な制約があって思うようにいかなかった。そんな時に

JVCの熊岡さんと会って、様々なことを話した。JVCも

帰還難民や障害を持った子どもたちを支援しようとして

いて、目的が一致した。そこでともに職業訓練プロジェ

クトを開始したんだ。その後、今も続く日本との人材

交流ができるようになったのも JVCのおかげである。

JVCの活動が成果を得られた理由は以下の点だろう。

①目標を的確に設定したこと

②関わり方のアプローチ、戦略が的確だったこと

③大変な状況の中でも頑張っている人を、ちょっと支

　　援し後押しすること。その後押しで活動が発展す

　　る。ベトナムの諺
ことわざ

に「魚をあげるのではなく、魚の

　　釣り方を教える」というのがあるがそれと同じ。

④ JVCのスタッフが誠実で、地域にコミットしてくれ

　　て、責任をもって関わってくれたこと」

労働省元副大臣　チャオさん
（90年当時：ハイフォン市労働・傷病・社会福祉局局長）

※注①

※注①：VACVINA＝ベトナム複合農業協会。ベトナムの伝統的な複合農業（VAC 農法）
　　　を普及する大衆団体。
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九
九
年
に
始
ま
っ
た
ホ
ア
ビ
ン
省

タ
ン
ラ
ッ
ク
郡
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
、
今
年
三
月
に
終
了
し
ま
し
た
。

急
速
な
経
済
発
展
の
イ
メ
ー
ジ
が
先

行
し
が
ち
な
ベ
ト
ナ
ム
で
す
が
、
ホ

ア
ビ
ン
省
を
は
じ
め
北
部
山
岳
地
域

に
住
む
少
数
民
族
の
人
々
は
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

な

生
活
基
盤
の
下
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。村

人
は
狭
く
傾
斜
が
激
し
い
農
地

を
利
用
し
な
が
ら
生
計
を
立
て
て
い

ま
す
。
近
年
、
人
口
増
加
や
現
金
収

入
源
の
た
め
の
森
林
伐
採
が
進
み
、

森
を
失
っ
た
こ
と
で
土
が
弱
く
な
り

土
壌
流
出
が
起
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
で
さ
え
狭
い
農
地
で
あ

る
の
に
、
土
壌
流
出
に
よ
っ
て
使
え

な
く
な
る
田
畑
が
増
え
、
米
を
は
じ

め
と
す
る
村
人
の
食
料
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
土
壌
流
出
の
防
止

や
森
林
資
源
の
回
復
を
目
指
し
な
が

ら
、
自
給
を
充
実
さ
せ
、
少
数
民
族

の
人
々
が
そ
の
地
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
支
援
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

〇
七
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
第

二
フ
ェ
ー
ズ
の
活
動
は
、
稲
作
技
術

の
紹
介
や
家
庭
菜
園
改
善
、
等
高
線

農
業
や
植
林
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
。
稲
作
改
善
の
う
ち
、
ア
ヒ
ル

を
田
ん
ぼ
に
放
す
ア
ヒ
ル
水
稲
同
時

作
や
幼
苗
一
本
植
え
と
い
っ
た
技
術

は
増
収
や
除
草
の
手
間
の
軽
減
な
ど

成
果
を
あ
げ
、
実
践
世
帯
に
広
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。
〇
七
年
と
〇
八
年

の
実
践
世
帯
数
は
、
ア
ヒ
ル
水
稲
同

時
作
で
七
十
三
世
帯
か
ら
四
百
一
世

帯
に
、
幼
苗
一
本
植
え
は
五
十
二
世

帯
か
ら
二
百
六
世
帯
に
広
が
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
稲
作
技
術
の
改
善
や

等
高
線
農
業
の
技
術
を
す
で
に
自
分

の
も
の
に
し
て
い
る
村
人
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
村
人
に
話
を
聞
け
ば
、

「
自
分
た
ち
は
実
践
者
か
ら
技
術
や

経
験
を
学
び
さ
ら
に
工
夫
を
重
ね
て

発
展
し
て
い
け
る
」と
口
に
し
ま
す
。

今
年
一
月
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

最
後
の
集
会
と
し
て
開
か
れ
た
タ
ン

ラ
ッ
ク
郡
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
委

員
会
主
催
の
評
価
報
告
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
こ
の
活
動
を
共

に
実
施
し
て
き
た
各
村
の
村
人
と
人

民
委
員
会
の
代
表
、
村
づ
く
り
委

員
、
タ
ン
ラ
ッ
ク
郡
や
ホ
ア
ビ
ン
省

の
農
業
関
係
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、

八
十
名
を
越
す
人
が
集
い
ま
し
た
。

ナ
ム
ソ
ン
村
の
人
民
委
員
会
委
員

長
（
同
時
に
村
づ
く
り
委
員
会
副
委
員
長
で

も
あ
る
）
の
チ
ュ
エ
ン
さ
ん
は
通
常

の
活
動
の
報
告
だ
け
で
な
く
、
村
人

主
体
の
活
動
の
あ
り
方
（
計
画
↓
実
施

↓
観
察
↓
共
有
↓
改
善
↓
伝
達
と
い
っ
た
一

連
の
サ
イ
ク
ル
）
自
体
を
Ｊ
Ｖ
Ｃ
か
ら

学
び
こ
れ
を
応
用
し
て
様
々
な
活
動

に
適
応
で
き
た
こ
と
、
一
旦
は
廃
れ

て
い
た
雑
穀
を
見
直
す
機
会
を
得
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ュ
エ

ン
さ
ん
は
続
け
て
言
い
ま
し
た
。「
Ｊ

Ｖ
Ｃ
の
紹
介
す
る
技
術
は
す
べ
て
が

新
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
技
術
に
工
夫
を
加

え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
、
普
段
知
る
こ
と
も
考
え
る
こ

と
も
な
か
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題

を
海
外
視
察
で
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
一
緒
に
活
動
し
て

き
て
、
森
や
川
な
ど
の
自
然
環
境
を

大
切
に
す
る
こ
と
が
、
家
族
が
一
緒

に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
村
づ

く
り
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私

だ
け
で
な
く
他
の
村
人
も
こ
の
考
え

に
自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ

の
ス
タ
ッ
フ
は
、
村
人
と
共
に
食

べ
、
共
に
寝
て
、
共
に
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
と
同
じ

目
線
で
問
題
解
決
を
一
緒
に
進
め
て

こ
れ
た
理
由
だ
と
思
い
ま
す
」

私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担

当
と
し
て
一
年
半
し
か
関
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
終
始
村
人

に
愛
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
と
感
じ
ま

す
。
十
年
か
け
て
村
人
と
築
い
て
き

た
関
係
は
「
絆
」
と
呼
べ
る
く
ら
い

に
発
展
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
村
人
の
困
難
な
状
況
に

応
え
る
べ
く
実
施
し
て
き
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ

の
活
動
は
、
今
で
は
村
人
の
手
に
よ

る
持
続
的
な
村
づ
く
り
に
向
け
た
自

信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

下し

も

だ田 

寛と

も

の

り典

大
学
在
学
中
に
本
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
四
期
）

に
参
加
。
修
了
後
、
〇
五
年
四
月

よ
り
ス
マ
ト
ラ
沖
津
波
被
災
地

復
興
支
援
担
当
と
し
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ

に
参
加
。
そ
の
後
、
緊
急
支
援
担

当
を
経
て
、
〇
七
年
よ
り
タ
イ
事

業
担
当
と
な
り
現
在
に
至
る
。

活
動
は
終
わ
っ
て
も
村
づ
く
り
は
続
く

〜 

ホ
ア
ビ
ン
省
・
住
民
参
加
型
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

〜

タ
イ
事
業
担
当
（
〇
七
〜
〇
八
年
に

ベ
ト
ナ
ム
事
業
を
兼
任
）

■活動概要：

　名称：住民参加型農村開発プロジェクト
　期間：1999 年 4月～2004 年 3月（第一フェーズ）
　　　　2004 年 4月～2007年 3月（第一フェーズ・延長期間）
　　　   2007年 4月～2009 年 3月（第二フェーズ）
　地域：ベトナム北西部 ホアビン省タンラック郡
　目的：傾斜地における土壌流出の防止、食料自給の確保、情報と機会の提供

　対象：主に少数民族であるムオン族（住民の 7割）の村人

　活動：①土壌流出の防止 → 植林、等高線農業の推進

　　　　②食料自給の確保 → 稲作改善、家庭菜園
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■幼苗一本植えの実践の様子。

■集落総出で植林のための苗木作りを行なう。

眞
鍋 

寛

一
昨
年
、
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）
の
ベ
ト
ナ

ム
で
の
活
動
を
見
聞
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
事
業
内
容
は
、
ベ
ト
ナ
ム

北
西
部
ホ
ア
ビ
ン
省
の
標
高
千
メ
ー

ト
ル
前
後
の
山
岳
地
帯
に
お
い
て
、

山
腹
の
棚
田
の
土
壌
流
出
を
防
ぐ
農

法
や
水
田
に
お
け
る
ア
ヒ
ル
と
水
稲

の
同
時
作
を
教
え
つ
つ
、
村
づ
く
り

委
員
会
の
設
置
を
通
し
て
、
村
人
の

大
部
分
を
占
め
る
少
数
民
族
の
農
業

経
営
の
意
識
・
能
力
の
向
上
を
図
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の

ベ
ト
ナ
ム
代
表
で
農
村
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
調
整
員
で
も
あ
る
伊
能

ま
ゆ
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ
ム
在
住
が
十

年
に
も
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
語
を
全
く

不
自
由
な
く
喋
り
村
で
頻ひ

ん
ぱ
ん繁

に
寝
泊

ま
り
す
る
な
ど
、
村
民
の
中
に
溶
け

込
み
信
頼
を
勝
ち
得
て
い
た
。

現
地
を
訪
問
し
た
際
に
あ
る
村
民

宅
で
行
な
わ
れ
た
座
談
会
に
参
加
し

た
が
、
こ
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
、
村
民
が
「
村
づ
く
り
委

員
会
に
参
加
し
て
、
単
に
上
部
機
関

か
ら
の
指
示
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、

自
発
的
に
活
動
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
学
ん
だ
」、「
土
壌
流
出
の
防
止
と

持
続
的
農
業
の
関
連
性
が
実
感
で
き

た
」、
特
に
、
ご
婦
人
達
か
ら
「
Ｊ

Ｖ
Ｃ
の
事
業
に
参
加
し
て
、
栄
養
や

衛
生
に
つ
い
て
の
自
覚
が
非
常
に
高

ま
っ
た
」
な
ど
の
高
い
評
価
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
実
施
す
る
事
業
は
、
同

関
係
者
が
い
わ
ゆ
る
現
地
に
適
し
た

技
術
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
新
し
い
物

の
考
え
方
を
現
地
に
紹
介
し
共
有
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
単
な
る

ハ
ー
ド
の
供
与
で
は
終
わ
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
難
し
さ
も
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
事
業
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ

ク
ト
が
現
地
の
人
々
の
心
に
末
永
く

残
っ
て
い
く
だ
け
に
、
そ
の
効
果
は

永
続
的
で
深
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
十
九
年
間
の
ベ
ト
ナ

ム
で
の
活
動
を
今
回
と
り
あ
え
ず
終

了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
長

い
間
の
功
績
に
対
し
て
心
よ
り
敬
意

を
表
し
た
い
。

在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
大
使
館 

参
事
官

■傾斜地の土壌保全のためにみかんの苗を植える。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
ベ
ト
ナ
ム
の
活
動
終
了
に
よ
せ
て
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■
冷
戦
体
制
の
揺
ら
ぎ
と　
　
　

　
　
　
　

  

国
際
情
勢
の
は
ざ
ま
で

言
う
ま
で
も
な
く
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
発
足

を
ふ
く
め
、
そ
の
活
動
の
す
べ
て
は
、

そ
の
時
点
で
の
時
代
背
景
が
濃
厚
に
影

響
し
て
い
る
。
私
自
身
が
八
〇
年
代
に

Ｊ
Ｖ
Ｃ
内
で
体
験
し
た
も
の
で
は
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
の
復
興
協
力
と
、

八
九
年
以
降
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
活
動
が

最
も
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ

は
日
本
／
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
な
か
で
も

最
も
早
く
、
難
民
を
出
し
て
い
る
国
々

で
の
人
道
・
復
興
協
力
に
向
か
っ
た
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
よ
り
支
援
の

少
な
い
所
へ
、「
難
民
が
出
な
い
状
態

が
一
番
」「
出
国
し
た
難
民
・
被
災
民

が
帰
国
で
き
る
こ
と
が
大
事
」
と
考
え

た
わ
け
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ベ
ト

ナ
ム
の
活
動
と
の
深
い
つ
な
が
り
も
あ

る
の
だ
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
八
〇
年
よ
り

始
ま
り
八
五
年
か
ら
国
内
常
駐
へ
）
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
ベ
ト
ナ
ム

で
の
活
動
を
始
め
た
時
代
背
景
、
経
緯

を
簡
単
に
振
り
返
り
た
い
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
冷
戦
体
制
の
最
悪
の
時

期
の
難
民
救
援
か
ら
始
ま
り
、
冷
戦
体

制
の
揺
ら
ぎ
を
受
け
て
、
九
〇
年
に
ベ

ト
ナ
ム
国
内
で
の
人
道
・
復
興
支
援
を

始
め
た
。
こ
れ
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
①
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
出
兵
、
②
国

内
で
の
人
権
問
題
、
③
国
際
社
会
で
の

孤
立
、
な
ど
が
障
害
と
な
っ
て
い
た
。

大
き
く
言
え
ば
冷
戦
体
制
の
軟
化

が
、
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
（
私
自
身

も
出
席
し
た
）
八
九
年
の
第
二
回
国
連
イ

ン
ド
シ
ナ
難
民
国
際
会
議
が
、
支
援
の

可
能
性
を
拡
げ
た
。
難
民
救
援
の
み
の

強
調
と
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
イ
ン
ド
シ
ナ
三

国
の
締
め
上
げ
を
骨
子
と
す
る
七
九
年

の
第
一
回
国
連
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
国
際

会
議
に
対
し
て
、
第
二
回
の
結
論
は
、

米
国
の
反
対
に
抗
し
て
「
難
民
を
出
さ

な
い
／
難
民
が
戻
れ
る
」
と
い
う
方
向

で
、
難
民
を
出
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
の
復
興
に
力
点
を

お
く
「
ま
と
も
な
」
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
だ
。
こ
の
国
際
会
議
で
、
ベ
ト
ナ
ム

国
内
復
興
へ
の
国
際
環
境
は
あ
る
程
度

確
立
さ
れ
た
。

ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
働
い
た
者
と

し
て
も
感
慨
深
い
の
だ
が
、
八
九
年
九

月
、
ド
イ
モ
イ
政
策
の
全
方
位
外
交
の

一
環
と
し
て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
か
ら
の
撤
兵
を
完
了
し
た
。
こ
れ

を
契
機
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
へ

の
機
運
も
高
ま
り
、
地
域
全
体
の
平
和

に
も
つ
な
が
っ
た
（
九
一
年
十
月
に
カ
ン
ボ

ジ
ア
和
平
協
定
が
調
印
）
。

■
気
概
あ
る
人
々
と
と
も
に

八
九
年
十
二
月
、
内
戦
が
激
化
し

た
ソ
マ
リ
ア
で
の
「
活
動
か
ら
の
撤

退
」
を
伝
え
に
ア
フ
リ
カ
に
行
っ
た
帰

り
に
、
一
気
に
ベ
ト
ナ
ム
に
入
っ
た
。

活
動
開
始
を
意
図
し
て
の
入
国
は
、
新

鮮
で
も
あ
り
緊
張
も
伴
っ
た
。
南
部
で

は
、
岩
崎
駿
介
さ
ん
（
当
時
Ｊ
Ｖ
Ｃ
代
表
）

の
人
脈
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
当
局
の
住
宅

局
長
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
北

部
で
は
、
タ
イ
で
活
動
し
た
時
の
友
人

が
勤
務
し
て
い
た
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
ベ
ト
ナ

ム
事
務
所
が
大
事
な
手
掛
か
り
と
な
っ

た
。
上
記
の
国
際
会
議
を
受
け
て
、
北

部
ハ
イ
フ
ォ
ン
で
の
、
難
民
／
避
難
民

帰
還
を
助
け
な
が
ら
、
地
元
の
青
年
へ

の
職
業
訓
練
を
行
な
う
「
ハ
イ
フ
ォ
ン

帰
還
民
へ
の
職
業
訓
練
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
構
想
し
、
九
〇
年
か
ら
実
施
し
た
。

九
〇
年
春
に
、
こ
の
件
の
交
渉
の
た

め
に
ハ
ノ
イ
と
ハ
イ
フ
ォ
ン
を
訪
れ
た

星
野
昌
子
さ
ん
（
当
時
事
務
局
長
）
が
、

い
ま
で
も
よ
く
語
る
の
だ
が
、「
活
動

／
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
た
ら
、
で
き
る

だ
け
早
く
外
国
人
は
引
き
揚
げ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
お
よ

び
ハ
イ
フ
ォ
ン
特
別
市
行
政
幹
部
（
チ
ャ

オ
労
働
局
長
。
の
ち
に
ベ
ト
ナ
ム
労
働
省
副
大

臣
。
今
回
の
ハ
ノ
イ
で
の
会
議
で
再
会
で
き
た
）

の
言
葉
は
、
非
常
に
印
象
的
で
あ
っ

た
。「
長
期
的
に
活
動
し
て
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
だ
が
、
復

興
も
開
発
も
自
分
た
ち
で
進
め
て
い
こ

う
と
い
う
気
概
が
強
く
表
れ
た
「
歓
迎

の
辞
」
で
あ
っ
た
。

一
党
支
配
の
国
、
公
安(

警
察
）
の
強

い
国
と
い
う
こ
と
で
苦
労
も
多
か
っ
た

が
、
稲
見
圭
・
由
美
子
夫
妻(

調
整
員
）

お
よ
び
中
野
周
二
さ
ん
（
メ
カ
ニ
ッ
ク
／

指
導
員
）
の
活
躍
と
現
地
社
会
・
人
々

へ
の
溶
け
込
み
が
あ
っ
て
、
第
一
段
階

を
成
功
裏
に
乗
り
越
え
、
そ
の
後
の
、

農
村
／
山
岳
民
族
の
地
域
で
の
開
発
協

力
活
動
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
。
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

人
々
（
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
方
も
い
る
）

に
感
謝
し
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
と

風
景
を
思
い
出
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

熊く

ま

お

か岡 

路み

ち

や矢

Ｊ
Ｖ
Ｃ
理
事
（
前
代
表
、
元
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ベ
ト
ナ
ム
代
表
）

自
動
車
整
備
士
を
経
て
、
八
〇
年
イ
ン
ド
シ
ナ

難
民
救
援
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
創
設
に
参
加
。

八
三
年
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
赴
き
、
給
水
、
自
動
車

等
技
術
訓
練
、
母
子
保
健
な
ど
の
人
道
・
復
興

協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
を
日
本
初
の
民
間
支
援

と
し
て
開
始
。
そ
の
後
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
ン
ボ
ジ
ア
／

ベ
ト
ナ
ム
代
表
、
九
五
年
〜
〇
六
年
に
代
表
理

事
。
現
在
、
難
民
審
査
参
与
員
（
法
務
省
）、
東

大
客
員
教
授
な
ど
。
主
著
に
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
最

前
線
」（
岩
波
書
店
）。

■本誌『Trial&Error』がベトナムを最初に大きく取り上げたのは、
　no.99(1990 年 4月発行 )だった。タイトルは、「『戦後』の終
　わらない国から」。直前に現地を訪れていた熊岡のレポートや、
　ベトナム戦争の報道写真で知られる写真家・石川文洋氏への
　インタビューなどが掲載されている。
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世界 ベトナム
1940 年代 第２次世界大戦

→戦後体制の確立、冷戦へ

45：独立宣言、ベトナム民主

主義共和国に

46：第一次インドシナ戦争

1950、 

60 年代

「冷戦構造」下紛争、

「局地・代理」紛争

54：戦争終結→南北分裂

55：南にベトナム共和国発足

60：第二次インドシナ戦争

1965 北爆開始（ベトナム戦争）

1967 ASEAN結成 ( 反共産主義 )

1970 年代（冷戦構造の固定化）

1973 石油危機→サミット開始

1975 サイゴン陥落、戦争終結

→ 76：南北統一、ベトナム社

会主義共和国に

1978 農業災害の激化、ボートピー

プル発生

ベトナム軍、カンボジア侵攻

1979 インドシナ難民が急増

第一回国連インドシナ難民国

際会議

イラン・ホメイニ革命

ソ連、アフガニスタン侵攻

中越戦争、国際社会から非難

1980 難民問題拡大（アフリカも）

1981 （日本、難民条約に調印）

1984 ～ アフリカの飢饉・飢餓

1986 ドイモイ政策開始：市場経済

による発展を目指す

1989 冷戦構造崩壊、終焉へ カンボジアから撤退

米輸出に転換

第二回国連インドシナ難民国

際会議【熊岡出席】

1991 カンボジア和平協定 中国と国交正常化

湾岸戦争

1994 ルワンダ虐殺

1995 ASEAN加盟

アメリカと国交正常化

1997 アジア通貨危機

1999 コソボ紛争

2000 国連ミレニアム宣言

MDGs/ 人間の安全保障

2001 9.11 事件、アフガニスタン侵

攻

2003 イラク戦争

ダルフール紛争

2007 WTO加盟

2009

Ｊ
Ｖ
Ｃ
ベ
ト
ナ
ム
の
関
わ
り
（
九
〇
年
〜
）

（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
発
足
）

ホ
ア
ビ
ン
省
で
の
「
住
民
参
加
型
農

村
開
発
」
事
業
の
活
動
は
現
在
、
住
民

や
行
政
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
活
動
の
理
念
を
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と

共
有
し
、
私
た
ち
と
信
頼
関
係
の
で
き

た
村
の
リ
ー
ダ
ー
、
実
践
農
民
、
郡
や

省
の
行
政
官
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
他

の
旧
活
動
地
に
お
い
て
も
程
度
の
差
こ

そ
あ
れ
同
様
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
は
違
っ
た
形
で
こ
れ
ま
で

の
協
力
者
と
協
力
関
係
を
持
続
さ
せ
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
農
業
と
開
発
の
あ

り
方
を
タ
イ
を
は
じ
め
旧
イ
ン
ド
シ
ナ

地
域
や
日
本
も
含
め
た
影
響
関
係
の
中

で
見
続
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
ベ
ト

ナ
ム
で
の
今
後
の
関
わ
り
方
を
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
〇
九

年
度
は
、
手
始
め
と
し
て
タ
イ
や
日
本

の
農
民
を
中
心
に
イ
ン
ド
シ
ナ
各
国
か

ら
農
村
開
発
の
担
当
者
も
参
加
し
て
経

験
交
流
を
行
な
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
ア
ヒ
ル
水

稲
同
時
作
に
関
す
る
意
見
交
換
会
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
相
互
交
流
・
相
互
学

習
と
共
通
の
問
題
意
識
を
ベ
ー
ス
に
し

た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
国
を
越
え
た

仲
間
づ
く
り
）
が
で
き
る
こ
と
を
目
指

し
て
。       　

   (

Ｊ
Ｖ
Ｃ
代
表 

谷
山)

ハイフォン市での活動 (1990-2001)

ホーチミン市での活動 (1990-1995)

ベンチェ省での活動 (1993-1997)

フエ省での活動 (1993-2001)

チャビン省での活動 (1998-2000)

ソンラ省での活動 (1998-2006)

ホアビン省での活動 (1998-2009)

・帰還難民を対象とした職業訓練事業（1990-1994）
・盲学校支援（1991）
・住民参加型農村開発（1992-1996）
・「子どもの家」運営（1995-2001）
・農村部人材育成（1998-2001）

・スラムでの識字学級建設（1990）
・聾学校支援（1991-1992）
・スラム住民参加型生活改善（1991-1995）
・小学校建設、住民講習会（1991-1995）
・コミュニティー・ワーカーの研修（1992）
・マングローブ保護のための住民生活改善（1992-1993）
・住民参加型農村開発（1992-1995）

・住民参加型農村開発（1993-2001）

・職業訓練・地域開発（1993-1997）
・小学校建設・住民講習会（1994-1997）

・事業立案のための調査（1998-2000）

・住民参加型農村開発（1998-2006）

・住民参加型農村開発（1998-2009）

【JVCのベトナムでの活動】

【年表 (主な世界情勢およびベトナムについて) 】

ベ ト ナ ム と Ｊ Ｖ Ｃ の 今 後
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戦
車
か
ら
警
察
が
発
砲
す
る
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
下
で
の
抑
圧
の
映
像
、
九
四

年
に
民
主
化
を
達
成
し
、
マ
ン
デ
ラ
が

大
統
領
に
な
っ
た
時
の
映
像
、
そ
し

て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
振
り
返
る
写
真

を
見
な
が
ら
、
対
談
は
進
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◎

▼
道ど

う
で
ん傳

・
津
山
さ
ん
と
は
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
に

い
ら
し
た
頃
、
ま
だ
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

が
あ
っ
た
時
に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
九
七
年
に
南
ア
フ

リ
カ
を
訪
れ
、
現
地
で
も
お
話
を
伺

う
か
が

い

ま
し
た
。
Ａ
Ｎ
Ｃ
に
は
ど
う
い
う
き
っ

か
け
で
お
勤
め
に
な
り
ま
し
た
か
。

■
津
山
・
学
生
時
代
に
福
祉
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
わ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

福
祉
の
勉
強
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

自
分
の
国
の
弱
者
を
支
援
す
る
の
と

同
じ
よ
う
に
、
国
際
的
な
視
野
で
弱

者
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
福
祉
国
家

だ
と
人
々
が
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
の
南
ア
フ

リ
カ
の
人
々
へ
の
支
援
も
行
な
っ
て
い

て
、
私
も
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃

へ
の
理
解
を
広
げ
る
た
め
に
Ａ
Ｎ
Ｃ
が

東
京
事
務
所
を
八
八
年
に
開
設
し
、
そ

こ
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
道
傳
・
そ
う
い
っ
た
経
験
か
ら
、
Ａ

Ｎ
Ｃ
を
通
し
て
南
ア
フ
リ
カ
の
過
渡
期

に
関
わ
り
、
そ
の
後
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
草
の

根
で
国
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
ね
。
ど
う
い
う
き
っ
か
け
で

し
た
か
。

■
津
山
・
Ａ
Ｎ
Ｃ
が
非
合
法
化
さ
れ
て

い
た
九
〇
年
ま
で
は
、
南
ア
に
入
国
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
行
け
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
草
の
根
で
の
支
援
に
関
わ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
南
ア
で
の
活
動
を
計
画
し

て
い
て
、
九
二
年
に
現
地
調
査
を
し

て
、
活
動
を
立
ち
上
げ
る
と
こ
ろ
か
ら

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
道
傳
・
先
ほ
ど
の
映
像
で
も
ソ
ウ
ェ

ト
蜂
起
が
あ
り
ま
し
た
が
、
教
育
や
研

修
を
受
け
る
機
会
が
な
い
ま
ま
大
人
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
た
ち
が
い

る
。
そ
れ
は
今
も
重
い
課
題
で
す
か
。

■
津
山
・
差
別
的
な
教
育
で
人
材
を
育

て
て
こ
な
か
っ
た
弊
害
は
現
在
も
引
き

ず
っ
て
い
ま
す
。

▼
道
傳
・
制
度
が
変
わ
っ
た
か
ら
、
す

ぐ
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
解
決
さ
れ
る

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
マ

ン
デ
ラ
氏
が
釈
放
さ
れ
、
日
本
に
い
ら

し
て
津
山
さ
ん
が
通
訳
を
さ
れ
て
い
た

時
も
、
教
育
や
技
術
を
得
る
支
援
が
国

づ
く
り
に
必
要
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
そ
う
で
す
ね
。

■
津
山
・
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
の

闘
士
と
し
て
二
十
七
年
間
投
獄
さ
れ
て

い
た
こ
と
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
国
づ
く

り
に
必
要
な
人
づ
く
り
へ
の
支
援
を
訴

え
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
使
命
だ
と
考

え
て
い
ら
し
た
。
そ
の
マ
ン
デ
ラ
さ
ん

の
思
い
か
ら
も
、「
人
づ
く
り
」
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
の
影
響
を
受
け
た
と

思
い
ま
す
。

■ NHK 解説委員の道傳氏とJVC 津山との対談。経験や知見を踏まえた上での
　道傳氏の問いかけが、津山の中から言葉を引き出していく、という形式となった。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃
に
向
け
て
の
活
動
に
参
加
し
、
民
主
化
後
は
「
世
界
的
格
差
社
会

の
縮
図
」
と
言
わ
れ
る
南
ア
フ
リ
カ
で
、
教
育
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
農
業
な
ど
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
た
津
山
直
子
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
南
ア
フ
リ
カ
で
の
活
動
開
始
当
初
（
九
二
年
）
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
津
山
の
最

終
報
告
会
は
、
国
際
情
勢
担
当
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
と
し
て
ア
フ
リ
カ
に
造
詣
が
深
い
道ど

う
で
ん傳

愛
子
氏
と
の
対
談
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
ア
フ
リ
カ
支
援
に
関
わ
っ
て
き
た
方

か
ら
、
大
学
生
、
そ
し
て
将
来
国
際
協
力
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
高
校
生
ま
で
、
約
百
二
十

が
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
〇
九
年
七
月
四
日
、
共
催
・
早
稲
田
大
学
平
和
学
研
究
所
／
平

山
郁
夫
記
念
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

イ
ベ
ン
ト
報
告

ア
フ
リ
カ
と
私
た
ち

南
ア
フ
リ
カ
の
人
々
と
と
も
に
生
き
た
二
十
年

“活動を通して、南アフリカの人々 が自信と誇りを取り戻

していき、アパルトヘイトにさらされてきた地域の変革

につながっていくことを実感することができた。それに

関わることができてうれしい。”（津山）

※
注
①

※
注
②

※注①：ANC＝アフリカ民族会議。1912 年に設立。1960 年に非合法化され、国内での活動を禁止された。
　　　　1990 年の合法化後、白人政権との民主化に向けての交渉開始。1994 年の初の全人種参加の総選挙
　　　　で与党となり、マンデラ大統領が誕生した。
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▼
道
傳
・
ま
さ
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
、
そ
う

い
っ
た
活
動
を
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
長
年
活
動
さ
れ
て
き
て
特
に
印
象

深
か
っ
た
こ
と
は
。

■
津
山
・
昨
年
環
境
保
全
型
農
業
の
活

動
を
終
了
し
た
カ
ラ
地
区
で
、
村
人
か

ら
「
こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
で
や
っ
て

い
け
る
か
ら
、
成
果
を
時
々
見
に
き
て

ほ
し
い
。
互
い
に
元
気
づ
け
あ
う
関
係

を
続
け
た
い
」
と
い
う
言
葉
を
も
ら
い

ま
し
た
。
活
動
は
終
了
し
て
も
、
人
間

と
し
て
の
つ
な
が
り
は
続
い
て
い
く
。

■ NGOスタッフという以前に、ひとりの人間として南アフ
　リカで長く暮らしてきた津山。その経験から出る言葉
　には、重みと南アフリカの人々 に対する愛が感じられる。

▼
道
傳
・
種
を
ま
い
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

■
津
山
・
カ
ラ
で
は
、
村
人
が
教
え
あ
っ

て
、
活
動
が
広
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
五
年
後
、
十
年
後
と
、
確
実
に
よ

く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
有
機
農
業
で
成
功
し
、

他
の
人
に
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
女
性

が
、「
私
は
人
間
に
な
っ
た
。
誇
り
を

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
っ
た
こ

と
も
印
象
深
い
で
す
。

▼
道
傳
・
日
本
国
内
で
も
大
変
な
時

に
、
ど
う
し
て
国
外
で
支
援
す
る
の

か
、
と
い
う
質
問
も
あ
り
ま
す
が
、
ど

う
思
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

■
津
山
・
国
内
で
も
国
外
で
も
、
共
感

し
あ
い
、
他
者
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
私
た
ち
自
身
が
成
長
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
ア
フ
リ
カ
は
離
れ
て
い
ま
す

が
、
同
時
代
を
生
き
る
者
と
し
て
、
共

感
し
、
夢
や
希
望
の
実
現
を
共
有
し
て

い
く
過
程
で
、
私
た
ち
も
た
く
さ
ん
得

て
い
く
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

※注②：ソウェト蜂起：1976 年に黒人居住区のソウェトで中高生が
　　　　差別的な教育に抗議してデモを行なったところに、警察が
　　　　発砲し、混乱状態となり約 200人が亡くなった事件。

援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
解
決

は
そ
の
地
域
の
人
々
が
変
革
し
て
い
く

こ
と
で
実
現
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
人
々

の
持
つ
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
く
状
況

を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
き
ま

し
た
。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
は
「
人
種
隔
離
」

と
い
う
意
味
で
す
が
、
人
種
ご
と
に
隔

離
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
人
を

劣
等
だ
と
し
て
、
そ
の
可
能
性
を
否
定

し
、
自
信
や
誇
り
を
奪
う
こ
と
を
徹
底

的
に
行
な
い
ま
し
た
。
自
信
や
誇
り
を

失
っ
た
人
を
支
配
す
る
の
は
簡
単
だ
か

ら
で
す
。

現
地
で
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
農
業

専
門
家
の
テ
ィ
ム
さ
ん
は
、「
政
府
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
小
農
支
援
に
関
わ
っ
て
き
た

が
、
依
存
を
生
む
結
果
に
な
る
こ
と
に

悩
み
続
け
て
き
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
時
間
を

か
け
、
農
業
研
修
を
し
た
後
に
、
実
践

が
軌
道
に
乗
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

そ
の
人
た
ち
が
村
で
教
え
、
自
分
た
ち

で
変
革
し
て
い
く
と
こ
ろ
ま
で
関
わ
っ

た
。
長
年
思
っ
て
き
た
活
動
が
、
村
人

や
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
実
現
で
き
た
こ
と
は
本
当

に
う
れ
し
い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
存
分
に
発
揮

で
き
る
と
、
誇
り
や
自
信
が
生
ま
れ
、

人
々
に
よ
る
地
域
の
変
革
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
が
意
図
し
た
こ
と
と
正
反
対
の
こ

と
で
す
。

現
在
も
経
済
格
差
が
非
常
に
大
き

く
、
複
雑
な
問
題
を
抱
え
る
南
ア
フ
リ

カ
で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
こ
れ
か
ら
も
人
々
が

地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、
変
革
し
て

い
く
こ
と
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

十
七
年
間
と
い
う
長
い
期
間
に
わ
た

り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
南
ア
フ
リ
カ
で
の
活
動

に
関
わ
り
、
多
く
の
方
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。

南
ア
フ
リ
カ
で
は
、「
新
し
い
国
づ

く
り
へ
の
人
づ
く
り
」、「
地
域
の
変
革

を
担
う
人
づ
く
り
」
と
い
う
視
点
を
常

に
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。
農
村
女
性

の
収
入
向
上
、
ス
ラ
ム
の
生
活
改
善
、

住
民
が
運
営
す
る
学
校
や
障
害
児
ホ
ー

ム
、
難
民
の
職
業
訓
練
、
環
境
保
全
型

農
業
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
な
ど
へ
の
支

援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
解
決

は
そ
の
地
域
の
人
々
が
変
革
し
て
い
く

こ
と
で
実
現
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
人
々

の
持
つ
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
く
状
況

を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
き
ま

し
た
。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
は
「
人
種
隔
離
」

と
い
う
意
味
で
す
が
、
人
種
ご
と
に
隔

離
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
人
を

劣
等
だ
と
し
て
、
そ
の
可
能
性
を
否
定

し
、
自
信
や
誇
り
を
奪
う
こ
と
を
徹
底

的
に
行
な
い
ま
し
た
。
自
信
や
誇
り
を

失
っ
た
人
を
支
配
す
る
の
は
簡
単
だ
か

ら
で
す
。

現
地
で
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
農
業

専
門
家
の
テ
ィ
ム
さ
ん
は
、「
政
府
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
小
農
支
援
に
関
わ
っ
て
き
た

が
、
依
存
を
生
む
結
果
に
な
る
こ
と
に

悩
み
続
け
て
き
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
時
間
を

か
け
、
農
業
研
修
を
し
た
後
に
、
実
践

が
軌
道
に
乗
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

そ
の
人
た
ち
が
村
で
教
え
、
自
分
た
ち

で
変
革
し
て
い
く
と
こ
ろ
ま
で
関
わ
っ

た
。
長
年
思
っ
て
き
た
活
動
が
、
村
人

や
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
実
現
で
き
た
こ
と
は
本
当

に
う
れ
し
い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
存
分
に
発
揮

で
き
る
と
、
誇
り
や
自
信
が
生
ま
れ
、

人
々
に
よ
る
地
域
の
変
革
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
が
意
図
し
た
こ
と
と
正
反
対
の
こ

と
で
す
。

現
在
も
経
済
格
差
が
非
常
に
大
き

く
、
複
雑
な
問
題
を
抱
え
る
南
ア
フ
リ

カ
で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
こ
れ
か
ら
も
人
々
が

地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、
変
革
し
て

い
く
こ
と
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

十
七
年
間
と
い
う
長
い
期
間
に
わ
た

り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
南
ア
フ
リ
カ
で
の
活
動

に
関
わ
り
、
多
く
の
方
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。

南
ア
フ
リ
カ
で
は
、「
新
し
い
国
づ

く
り
へ
の
人
づ
く
り
」、「
地
域
の
変
革

を
担
う
人
づ
く
り
」
と
い
う
視
点
を
常

に
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。
農
村
女
性

の
収
入
向
上
、
ス
ラ
ム
の
生
活
改
善
、

住
民
が
運
営
す
る
学
校
や
障
害
児
ホ
ー

ム
、
難
民
の
職
業
訓
練
、
環
境
保
全
型

農
業
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
な
ど
へ
の
支

誇
り
や
自
信
に
つ
な
が
る
支
援
を

津
山 

直
子

誇
り
や
自
信
に
つ
な
が
る
支
援
を

津
山 

直
子
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スタッフのひとりごとスタッフのひとりごと

みるよむきくみるよむきく

　「この足は小さい頃『オンプー』

にあってねぇ」と足の不自由なお

ばあちゃんが自分の足を見ながら言

う。オンプーって何？と私がスタッ

フに聞くと、彼は言葉を探しながら

「呪術」と答えた。「呪術ですかー、

それは大変ですねぇ」と受け流せる

ほど、私は大人ではない。その話、

とても聞きたい！　しかし、今日は

他の用事もあって時間がない。あぁ、

せっかく面白そうな話なのに…。

　カンボジアにはいわゆる「非近代

的」と言われるようなものが多くあ

る。私は、そういうところがとても

ステキだと思う。最初は「これはド

メスティック・バイオレンスじゃな

いのか？」と思うほどの腕のあざ

も、「コックチョル」だと後で知っ

た。これは、気分が悪いときにコイ

ンなどを使って体中を引っ掻き、血

行を良くして治療するという民間療

法だ。ゆえにとんでもなく赤いあざ

が残る。これが果たしていいのか悪

いのかは、よくわからない。カンボ

ジア人でも意見が分かれるようだ。

　ただ、こうしたものをいいなぁと

思うことと、それを自分で実践する

かどうかはまったく別物である。カ

ンボジアで何度か具合が悪くなった

ことがあり、そのたびに民間療法を

勧められた。しかし、どうしても試

す勇気が出ない。結局、病院に駆け

込んで薬をもらってほっとする。私

の中に染みこんだ「近代的」価値と

いう病は、どうやらなかなか治らな

いらしい。

カンボジアを通して知る「近代」

カンボジア事務所　CLEANプロジェクト担当　

　　　　　　　　　　　　　　　　坂本 貴則

イラスト／かじの 倫子

映画『未来の食卓』

こ
の
映
画
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
あ
る

村
で
学
校
給
食
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に

し
て
み
た
、
と
い
う
試
み
を
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
描
い
た
も
の
だ
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
食
べ
る

子
供
に
始
ま
り
、
周
囲
の
農
家
や
給

食
を
作
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の
コ
ッ
ク

た
ち
、
村
長
を
始
め
と
す
る
村
の

人
々
、
こ
の
試
み
を
視
察
に
来
る
外

部
の
人
々
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
て
い
く
。
こ

の
試
み
に
賛
成
の
人
、
懐
疑
的
な
人
、

様
子
見
の
人
な
ど
立
場
は
さ
ま
ざ
ま

だ
。
中
に
は
、
そ
の
村
で
農
作
物
の

栽
培
で
使
っ
て
い
た
農
薬
が
原
因
で

（
と
思
わ
れ
る
）
亡
く
な
っ
た
娘
さ

ん
の
こ
と
を
話
す
母
親
も
出
て
く
る
。

　

「
個
人
的
に
は
、
も
う
以
前
の
状
態

に
は
戻
り
た
く
な
い
」。
こ
れ
は
、
給

食
を
作
っ
て
い
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の

コ
ッ
ク
が
、
外
で
子
供
た
ち
と
「
新

し
い
」
給
食
に
つ
い
て
話
し
て
い
る

場
面
で
言
っ
た
言
葉
だ
。
誰
し
も
が

健
康
に
い
い
も
の
を
育
て
た
い
、
作

り
た
い
、
食
べ
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
る
は
ず
。
し
か
し
そ
う
は
い
か
な

い
／
で
き
な
い
事
情
に
対
し
て
、
一

人
一
人
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
映

画
は
「
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
大
き
な
流
れ
に
対
し
て
、
私

た
ち
は
い
か
に
対
抗
で
き
う
る
か
」

を
問
う
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

大
き
な
流
れ
自
体
を
一
気
に
変
え

る
こ
と
は
難
し
い
、
で
あ
れ
ば
自
分

で
変
え
ら
れ
る
範
囲
＝
一
番
小
さ
い

範
囲
で
あ
る
自
分
の
周
り
か
ら
変
え

て
み
よ
う
、
ま
ず
は
自
分
の
村
の
給

食
か
ら
試
し
て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ

う
、
と
い
う
流
れ
も
見
え
て
く
る
。

来
日
さ
れ
て
い
た
監
督
が
試
写
会

の
あ
い
さ
つ
で
、「
日
本
に
は
可
能
性

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ

て
い
た
。
映
画
の
舞
台
で
あ
る
フ
ラ

ン
ス
と
同
じ
く
日
本
も
先
進
国
病
に

侵
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
長
い

歴
史
と
、
自
然
と
共
存
し
な
が
ら
生

き
る
昔
か
ら
の
文
化
を
も
つ
日
本
人

に
は
、
現
代
の
環
境
問
題
に
貢
献
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
。

は
た
し
て
、
私
た
ち
日
本
人
は
そ

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

（
会
報
誌
レ
イ
ア
ウ
ト
／
総
務
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
野 

純
也)

監督：ジャン = ポール・ジョー／フランス／ 112 分

■シネスイッチ銀座、渋谷アップリンクにて公開中、ほか全国順次公開。
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2009 年 5月後半～ 2009 年 7月前半

JVC プロジェクト一覧

ラオス

■森林保全／農業・生
　活改善事業（サワナ
　ケート県）
5 月より行なってい

る新規活動対象村 3村

での参加型調査を継続。

米不足、水不足、家畜

の死、林産物の減少など、あげられる問題はどこでも比

較的似通っているが、それぞれに特有の問題も抱えてい

ることもわかってきた。

Ｋ村の魚の保護地区設置活動では、規則が策定され、

周辺村も含めた関係者から承認を得た。SRI（幼苗一本

植え）については、関心喚起のために 6月中に映像機

器を持って各村を巡回。その結果、7月上旬に 5村 12

人が前プロジェクト地である D村を訪れ、SRI 実践農家

と交流した。D村の実践家の熱のこもった説明に参加者

から多くの質問が投げられた。また、一部の村で井戸の

設置、あるいは壊れた井戸の修復について話し合いが進

んだ。新たな掘削については季節的に適さないが、修理

については近いうちに実施されるものもあるだろう。

一方、7月上旬に、他の NGOや国の関係機関ととも

に新土地利用マニュアルが試験的に実施された地区を訪

問した。この結果をもとに提言を行なう。（平野）

■新旧プロジェクト対象村村人
　同士の交流。

カンボジア

■生態系に配慮した農業に

　よる生計改善 (CLEAN)

07 年からシェムリアッ

プ県東部の 35 村で活動を

行なっている。活動地では

徐々に雨が降り始め、田植

えのシーズンがやってき

た。それに合わせて、稲作

栽培に関する研修とフォローアップを各村で実施している。

昨年度はたい肥研修を実施したこともあり、稲作に牛フン

をそのまま利用するのではなく、発酵させてたい肥にして

利用する農家が見られるようになった。

■環境教育

09 年 4月からシェムリアップ県東部の 4つの小学校で

新たに実施している。5月に実施した「環境教育ファシリ

テーター養成講座」に参加した教員が中心となり、環境教

育のカリキュラムの作成を進めている。本来の授業を補完

する形で環境教育を実施するため、通常の授業で利用して

いる教科書に出てくるトピックを活かしながらカリキュラ

ム作りを進めている。

■資料・情報センター（TRC）

持続的農業、農村開発、環境に関する資料を 94年から

提供している。6月から学生や NGO職員を対象に TRC オリ

エンテーションを開始した。今回からオリエンテーション

に合わせて、環境や農業などに関する勉強会を行なうこと

にした。６月は気候変動をテーマに 3回実施し、7月以降

は生態系農業をテーマに勉強会を継続して実施する予定で

ある。

■技術学校

85 年に政府と合意し、プノンペンで職業訓練校と付設

整備工場を開始した。技術学校の監督官庁が公共事業運輸

省から職業訓練省に移管となることが正式に決定し、現在、

移転に必要な手続きを進めている。（以上山﨑）

■たい肥作りに挑戦するビサー
　ルさん（右端）。発酵の進み
　具合を確かめる。

JVC は、現在 10 の国 / 地域で活動しています。

ラオス

ベトナム

カンボジア

タイ

コリア
イラク

パレスチナ

南アフリカ

スーダン

アフガニスタン

ベトナム

■今後に向けて

昨年度まで農業プロジェクトを展開してきたホアビン省

の農民たちと、今後のつながりを模索している。本年度は

周辺国で自ら努力をしている農民たちとの相互交流を予定。

現在は、各国からの参加者の選定ならびに日程調整を進め

ている。（谷山）
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イラク

■ガン・白血病医療支援
JIM-NET（日本イラク医

療支援ネットワーク）と

して、バスラ、およびモ

スルの病院に、ガン患児

の治療に用いられる医薬

品などの支援継続を計画。

■国内避難民支援
なおも支援の必要性があると判断し、09年 6月より食

糧配給のための調査を地元団体とともに開始した。配給は、

8月始めを予定。配給後、受け取った世帯や地域でどのよ

うな効果があったか、追跡調査を行ない、今後の支援に備

える予定である。（以上谷山）

■ 08 年度のファルージャでの
　食料配給の様子。

南アフリカ

■HIV/エイズ(リンポポ州）

農村での HIV/ エイズの

治療に関する研修、栄養改

善のための菜園づくり研

修、患者や孤児へのケアを

行なっている。5月には現

地 NGO との各研修内容を

調整、参加者を選定した。

6月22日から26日にかけて、地域の在宅介護ボランティア、

クリニックの HIV/ エイズ担当者 36 名を対象として、HIV/

エイズ治療に関する研修を実施した。内容は、HIV 感染に

よる症状、母子感染予防と薬、結核、栄養、ARV（エイズ

治療薬）等について。ケア提供者の役割について議論する

場も設けた。参加者からは「HIV と具体的な症状が結びつ

いた」「ARVの薬を見分けられるようになり、服薬を正しい

方法でサポートできるようになった」など、研修による具

体的成果が挙げられた。7月前半は、8月に実施予定の菜

園研修、HIV 陽性者対象の研修の準備を行った。

■地域住民を対象とした菜園研修（ハウテン州ソウェト地区）

ジョハネスバーグ市の旧黒人居住地区・ソウェトにて中

学校の敷地を利用した地域住民対象の菜園研修を実施して

いる。5月前半に行なった菜園実施状況をもとに、6月 8

日から 12 日に研修を実施した。参加者とともに年間の研

修内容について検討した結果、土壌改善、害虫対策、今策

の方法、栄養など様々な課題が抽出された。これに基づいて、

第１回目の研修では菜園のデザイン、デザインに沿った菜

園づくり、栄養を考えることの必要性についてのディスカッ

ションなどを実施した。7月前半は 6月に作った菜園の管

理状況をモニタリングした。（以上渡辺）

■ソウェト地区での菜園研修。
　研修を通じて実際に菜園をつ
　くった。

■車両整備を通じた難民

　帰還支援

国連難民高等弁務官事

務所（UNHCR）との事業

提携契約に基づき、「車両

整備による難民帰還支援

事業」と、元難民の若者

を対象にした「整備士研

修による帰還民定着支援事業」の二本柱による活動を実施

している。

内戦終結時に周辺国に逃れていたスーダン難民はすでに

33万人が帰還。UNHCR が実施する帰還プログラムは終了

しつつあるが、JVC が整備する車両台数は月間 30～ 40台

と従来通りの水準が続いている。ひとつの理由は、帰還そ

のものが終了しても、帰還後の生活を支える井戸掘削、ク

リニックや学校建設などの「再定住支援事業」が続いてい

るためである。もうひとつの理由は、ウガンダの反政府武

装勢力「神の抵抗軍」がスーダンに隣接するコンゴ民主共

和国や中央アフリカ共和国の村々を襲撃しており、ここか

ら南部スーダンの西部に逃れてくる難民への支援が必要に

なっているためである。こうした地域で活動する車両も、

遠く離れた JVC整備工場に送られてくる。

研修事業については、南部スーダン政府や NGOで働く

整備士や運転手を対象にした 3ヵ月の短期コースを 7月よ

り開始した。対象者は 4名。短期コースでは車両の応急的

な修理や定期点検がこなせるレベルの技術習得を目指す。

スーダン南北間の包括的和平合意に基づく総選挙の時期

が来年 2月から 4月に延期された。実際に選挙がこのスケ

ジュール通りに実施されるかも予断を許さない。（今井）

スーダン

■研修を修了し、整備士になっ 
　たマリッシュと、彼の手元を
　見つめる新研修生。

タイ

■農村派遣研修

国際協力や自然環境保

護に関心のある人を対象

に、タイの農村に派遣し、

「開発」や「NGO の役割」

について村人と一緒に考

え・学ぶ研修プログラムを実施している。有機農業を実践

するカオデーン農園で農作業を手伝っている。6月中旬に

は田植えが始まり、あらためて米作りの大変さを実感して

いる。7月には有機農業朝市の今後の活動について調査を

行なうため 2週間ポン郡に滞在する。（インターン宮田）

■南タイでの在タイビルマ人支援

南タイの在タイビルマ人を対象に、健康被害を負う患者

への医療支援を行なっている。6月は 35歳の建設現場で働

く女性が急性虫垂炎で倒れ、病院へ搬送し手術を受けた。

JVCは病院への搬送費や手術代金を支援した。（下田）

■田植えを終えた充実感でいっ
　ぱい。
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2009 年 5月後半～ 2009 年 7月前半

6月下旬から約 2週間

事業担当兼現地代表の長

谷部が現場に出張し、現

地事務所の運営体制強化

や各活動のモニタリング、

毎月定期的に開催されて

いる民軍調整会議に出席

し問題提起を行なった。

■女性と子供の健康改善のための地域保健事業
5 月の中旬、昨年の 8月に健康診断と生活実態調査を行

なったクズカシコート村の 35家族を対象に、フォローアッ

プのための家庭訪問を行なった。主に生活水や飲料水の取

水・保存・排水方法、食器や食材の保管状況、体や衣服が

清潔かどうかなど衛生面の確認を行なった。6月、ゴレー

ク村の診療所で患者が起こしたトラブルが数件あり、村

の長老に相談して問題解決委員会を設置してもらうことに

なった。同月、JVC の女性地域保健指導員の負担を軽減す

るため、ゴレーク村在住の女性を非常勤として採用した。

■教育支援活動
出張中の現地代表がナンガルハール県教育局長と面談、

引き続きシェワ郡の小学校教員対象の研修実施と、ゴレー

ク地域の小学校での健康教育の実施を伝えた。

■政策提言・ネットワーク
5 月 27 日夕と 31 日朝、JVC が支援する診療所から 15

メートル離れた雑貨屋の壁に ISAF( 国際治安支援部隊 )の

ヘリコプターが発射したロケット弾が着弾した。負傷者は

なかったが住民や医療スタッフの間に不安が広がり、国際

赤十字委員会を通し ISAF に問い合わせた。その後に ISAF

も参加する民軍調整会議でこの事件について報告し、事情

調査と再発防止を訴えた。しかし 7月中旬にも同様の事件

が再発したため、交渉を継続している。（以上長谷部）

パレスチナ アフガニ
　　スタン

■清潔さのお手本になった子ど
　もたち（家庭訪問にて）。

コリア

■絵画交流『南北コリア

　と日本のともだち展』

◎国内巡回展

新潟にて 6月下旬に開

催されたイベント『ポジャ

キで心をつなごう』で、『と

もだち展』の作品が同時

に展示された。新潟での展示は２年ぶりで、「また機会を

つくって多くの方に見てもらいたい」との声が寄せられた。

◎ピョンヤン訪問

東京で５月に行なったワークショップで作成した共同制

作の絵「平和の木」が韓国の絵本作家・柳
リュウ・ジェス

在守氏による手

直しを経て日本に戻った。今後、未完成部分をピョンヤン

および日本の子どもたちの絵で補う予定。（寺西）

■新潟の日本海を一望できる
　会場で絵が展示された。

■ガザ緊急支援
08 年末からのイスラエ

ルによるガザの攻撃で大き

な被害を受けたガザで、以

下の緊急支援を実施中：　

・現地医療 NGO を通して

の救急キット支援（6月末まで）

・栄養失調児への支援を行なっているハンユニスの栄養セ

ンターで、子どもたちへの生鮮食料品の支援（8月末まで）

■ガザ栄養改善支援
ガザの幼稚園児約 320名への栄養改善支援。西岸ヘブロ

ン産牛乳とラマッラー産ビスケットを配布中。幼稚園の夏

休み期間中は、先生たちへの研修などを実施。ハンユニス

の栄養センターで、栄養失調児に対する家庭への持ち帰り

用乾燥食材を提供。加えて、緊急対応として栄養治療食の

生鮮食材も提供中（上記参照）。

■健康教育・巡回診療支援 
医療 NGOと協力し、エルサレムの壁の両側の学校や幼

稚園などで健康診断、保健教育などの巡回診療活動を実施。

夏休み期間中は、学校や地域センターにおけるサマー・プ

ログラムやベドウィン（遊牧民族）集落で上記活動を実施。

■収入創出支援
ベツレヘムの難民キャンプ内のハンダラ文化センター女

性グループの刺繍プロジェクトを支援。新製品の試作を女

性たち自身で行なっている。

■アドボカシー / 平和創造・平和構築
東西エルサレムの女性たちのエンパワーメントを目指し

たプロジェクトを実施中。東西の女性たちがそれぞれ、自

らの社会の問題などについて話し合うなどのワークショッ

プを行なっている。（以上小林、福田）

■乾燥食材を受け取る親子。

調査研究・政策提言

■ ODA 改革関連
6 月 29 日に、「ODA政策」と「ODAと NGOの連携推進」

の２つの協議会を合同した NGO外務省定期協議会・全体会

が開催された。共通意見交換会のテーマとして「援助効果

向上」が取り上げられ、高橋がプレゼンテーションを行なっ

た。市民社会と政府間の情報共有の機会を持っていくこと

の重要性を強調した上で、援助効果について外務省と NGO

とで定期的に話し合うことの可否について外務省と意見を

交した。外務省は、ODA事業の質の向上を欧米的な概念で

語る「援助効果」という枠組みでの議論に拒否感を示しな

がらも、NGO側の現場視点に立った意見にも耳を傾ける用

意はあるとの姿勢を見せた。（以上高橋）
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友
人
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
関
わ
っ
て

い
る
と
聞
い
て
自
分
も
会
員
に
な

り
、
何
年
か
過
ぎ
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の

海
外
で
の
積
極
的
な
活
動
、
特
に

持
続
的
な
農
業
の
推
進
と
生
活
向

上
へ
の
取
り
組
み
に
興
味
を
感
じ

て
い
る
。
厳
し
い
海
外
で
の
元
気

な
前
向
き
な
取
り
組
み
に
頭
が
下

が
る
と
と
も
に
、
勇
気
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

私
は
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
下
町

で
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
と
称

し
て
「
屋
上
菜
園
エ
コ
ラ
イ
フ
」、

「
自
転
車
エ
コ
ラ
イ
フ
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
家
庭
か
ら
出
る
生
ご

会
員
登
場
！

42

「
お
江
戸
観
光
エ
コ
シ
テ
ィ
」 　

　
　
　
　

           

を
夢
見
て

<

東
京
都>　

中な

か

せ瀬 

勝か
つ
よ
し義 

み
を
処
理
機
で
土
や
肥
料
に
し
て
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
入
れ
て
野
菜
を

作
っ
て
い
る
。
今
で
は
プ
ラ
ン
タ
ー

も
百
個
程
に
な
り
、
六
月
の
収
穫

は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
二
・
五
キ
ロ
、
ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ネ
ギ
、
ニ
ラ
、

シ
ュ
ン
ギ
ク
等
で
あ
る
。
雨
水
も

利
用
し
、
七
、八
月
以
外
は
水
道
水

を
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い
な
い
。

　

自
転
車
は
持
続
可
能
社
会
の
優

等
生
で
、
自
動
車
と
比
較
す
る
と
、

造
る
の
に
資
源
が
少
な
く
、
運
転

す
る
の
に
石
油
が
要
ら
ず
、
大
気

汚
染
や
騒
音
公
害
が
な
い
。
健
康

に
も
な
り
、
自
動
車
を
止
め
る
と

年
間
百
万
円
も
節
約
に
な
る
。
何

と
言
っ
て
も
こ
こ
ろ
、
精
神
の
安

定
に
な
る
の
が
最
高
で
あ
る
。
と

は
言
っ
て
も
す
べ
て
が
良
い
わ
け

で
は
な
い
、
日
本
で
は
自
転
車
専

用
道
路
が
な
く
邪
魔
者
扱
い
で
あ

り
、
迷
惑
駐
輪
は
非
難
さ
れ
る
。

日
本
も
オ
ラ
ン
ダ
等
の
よ
う
に
専

用
道
路
が
で
き
、
権
利
が
認
め
ら

れ
れ
ば
素
晴
ら
し
い
の
に
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、
江
戸
時

代
の
よ
う
な
外
国
の
資
源
に
依
存

し
な
い
農
林
水
産
業
と
製
造
業
を

基
本
と
し
た
循
環
型
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
戻
す
こ
と
こ
そ
が
、
Ｊ
Ｖ

Ｃ
が
外
国
で
頑
張
ら
な
く
て
も
よ

い
日
本
の
在
り
方
か
と
思
う
。
そ

ん
な
「
お
江
戸
観
光
エ
コ
シ
テ
ィ
」

を
夢
見
て
い
る
。

■すごい数のプランターが並ぶ屋上。

　

近
年
再
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
日
本
で
は
治
安
悪
化
の
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
、
そ

こ
に
暮
ら
す
人
々
の
姿
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
回
の
帰

国
報
告
会
は
「
彼
ら
は
何
を
考
え
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
」
に
重

点
を
置
い
た
も
の
に
し
ま
し
た
。
約
四
十
名
の
幅
広
い
層
の
方
が
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
と
て
も
熱
心
に
聞
き
、
メ
モ
を

と
っ
て
お
り
、
興
味
・
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

報
告
者
の
長
谷
部
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
子

ど
も
た
ち
の
将
来
の
夢
や
、
治
安
悪
化
の
現
状
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

現
地
の
人
々
の
写
真
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
苦
し
い
中
で
も
人
々
が
懸
命
に
生
き
て
い
る
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
我
々
に
は
自
由
が
な
い
」
と
い
う
現

地
ス
タ
ッ
フ
の
言
葉
が
い
つ
ま
で
も
胸
に
残
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
①
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
継
続
の
必
要
性
、
②
日

本
政
府
の
軍
事
で
は
な
い
平
和
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
③
具
体
的
に
は
日

本
政
府
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
策
と
し
て
、
イ
ン
ド
洋
で
の
給
油
活

動
、
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
（
地
域
復
興
支
援
チ
ー
ム
）
参
加
で
は
な
く
、
和
解

へ
の
取
り
組
み
、
人
道
・
復
興
支
援
へ
の
強
化
を
提
案
し
、
現
地
で

日
本
が
ど
れ
ほ
ど
信
頼
さ
れ
て
い
る
か
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
白
川
徹
さ
ん(

ア
ジ
ア
プ
レ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル)

は
、
米
軍
に
従
軍
し
た
体
験
を
も
と
に
Ｐ
Ｒ
Ｔ
や
現
地
の
様
子

を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
ア
メ
リ
カ
の
貧
困
層
の
若
者
は
大
学
に

行
き
た
く
て
軍
隊
に
入
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
二
十
歳
前
後
と
若
く
、

十
八
歳
の
米
兵
も
い
ま
し
た
。
一
方
、
タ
リ
バ
ン
兵
の
多
く
も
貧
し

さ
か
ら
タ
リ
バ
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
貧
困
層
同
士
が
戦
っ
て
い

る
の
で
す
」
と
い
う
話
か
ら
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
戦
闘
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
業
担
当
帰
国
報
告
会

「
届
け
！ 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
声
」

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
業
イ
ン
タ
ー
ン　

浅あ
さ
お
か岡 

利り

さ咲

◎
中
瀬
さ
ん
の
ブ
ロ
グ

h
ttp
://b
lo
g
.c
a
n
p
a
n
.in
fo
/

oedofunaasobi/

イ
ベ
ン
ト
報
告
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編 集 後 記

募金にご協力ありがとうございます

JVC の活動は、皆さまの募金に支えられています。JVC

への募金は税制優遇措置を受けることができます。

① JVC募金（郵便振替）

JVC の各国での活動に役立てられます。募金
先をご指定いただくこともできます。

口座番号：00190-9-27495
加入者名：JVC東京事務所

5月計

6月計

708,194 円

1,113,187 円

5月 6月
無指定 276,455円 170,480円

タイ 0円 8,000円

カンボジア 12,425円 8,200円

ラオス 192,925円 322,200円

ベトナム 0円 0円

南アフリカ 0円 25,000円

パレスチナ 168,389円 512,307円

アフガニスタン 52,000円 37,000円

コリア 0円 1,000円

イラク 6,000円 29,000円

スーダン 0円 0円

②犬養道子「みどり一本」募金

JVC 活動地での環境保全活動に使われます。

口座番号：00100-8-212497
加入者名：犬養道子「みどり一本」

5月計

6月計

162,500 円 /16 件

51,500 円 /14 件

③ JVCマンスリー募金

銀行や郵便局の口座、クレジットカードから
自動引き落としできる手軽な募金方法です。

5 月計

6月計

1,874,650 円 /1,578 件

1,886,150 円 /1,585 件

「仕事において質と量のどちらが重要
か」という議論をあるブログで読んだ。
結論は、どちらが重要というより、質
を求めるためには量が必然的に必要だ、
ということ。最初から質を求めすぎて
なにも生み出せないよりも、質の低さ
を恐れずに量を生み出していくなかで
こそ質も生まれ出るだろう、と。結論
自体より、大前提として普段から質を
求める姿勢があることにこそ賛同。(H)

JVCウェブサイト 会員専用ページパスワード（2009年 9月～10月）：

Mny36BcV5e

JVCウェブサイトの会員専用ページでは、T&Eのバックナンバーを順次公開中です。

こ
れ
ま
で
イ
ン
タ
ー
ン
や
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
三
ヵ
国
、
三
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
勤
務
。

も
っ
と
熱
く
、
よ
り
直
接
的
な
活
動
が
で

き
る
組
織
を
鼻
で
嗅
ぎ
つ
け
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に

拾
わ
れ
た
の
も
幸
運
に
し
て
必
然
か
。
あ
ま
り
に
も
気
が
合
う
Ｊ

Ｖ
Ｃ
の
雰
囲
気
の
中
、
自
分
が
自
然
体
で
い
ら
れ
る
こ
と
に
驚
く

毎
日
で
す
。

大
学
院
で
は
人
権
問
題
を
研
究
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
飽
き
足
ら
ず
、
遂
に
、
と
い
う
よ
り
は
よ
う
や
く
人
道
支
援
の

現
場
で
活
動
し
ま
す
。
国
際
人
権
法
や
人
道
法
が
絵
に
か
い
た
餅

に
な
っ
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
／
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
中
で
本
当
に

す
べ
き
こ
と
は
、
現
地
の
人
に
寄
り
添
い
、
経
験
を
共
有
し
な
が

ら
、
戦
い
を
仕
向
け
る
人
、
そ
し
て
止
め
よ
う
と
し
な
い
人
に
物

申
す
こ
と
。「
問
題
の
根
本
に
、こ
だ
わ
る
」。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
あ
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
人
生
を
賭
け
て
み
ま
す
。

新
ス
タ
ッ
フ
紹
介

津つ

だ

か高 
政ま

さ

し志

パ
レ
ス
チ
ナ
現
地
調
整
員

　

「
ア
ナ
タ
が
気
付
け
ば
、
セ
カ
イ
が
動
く
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
当
日
は
国
際
協
力
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
丸

幸
ビ
ル
に
集
う
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
主

催
で
、
石
け
ん
づ
く
り
体
験
を
し
た
り
、

そ
の
国
な
ら
で
は
の
料
理
を
食
べ
て
み
た

り
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
声
を
聞
い
た
り
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
さ
ら
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
皆
さ

ま
、
ぜ
ひ
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
会
員
イ
ン
タ
ー
ン　

吉
田 

さ
く
ら
）

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ま
つ
り

in
上
野

二
〇
〇
九

む
な
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
リ
バ

ン
構
成
員
の
変
化
に
つ
い
て
も
触
れ
、
問
題
点
や
和

解
の
困
難
性
に
つ
い
て
も
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
二
週
間
後
に
控
え
た
大
統
領
選

挙
に
つ
い
て
の
質
問
や
Ｐ
Ｒ
Ｔ
の
是
非
、
日
本
に
い

て
も
で
き
る
こ
と
は
何
か
な
ど
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
Ｐ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
立

場
や
問
題
点
な
ど
つ
っ
こ
ん
だ
や
り
と
り
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
密
度
の
濃
い

報
告
会
と
な

り

ま

し

た
。

こ
れ
か
ら
も

ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
現
状

を
多
く
の
方

に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

九
月
十
三
日 

開
催
。

■報告する長谷部 ( 左 ) と白川氏。



日本国際ボランティアセンター（Japan International Volunteer Center）は、1980 年 2 月、タイのバンコクで誕生した市民による国際協力団体です。JVC の活動目的は、
国際社会のなかで、社会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリカ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方と
人間関係をつくり出そうということにあります。そのため私たちは、自らの意志で JVC に参加し、活動を継続してきました。JVC はボランティアという言葉を、「自
発的意志をもって、責任ある行動をとる」という意味で団体名として使っています。

■ JVCでは会員を募集しています。 ■オリエンテーション（説明会）にお越しください。
会員は総会に出席し、JVC の方針などを決定するほか、
情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習会等へ参加
することができます。会員の方には年 6 回この会報誌と年
次報告書をお届けします。
　　◎一般会員　10,000 円
　　◎学生会員　　5,000 円
　　◎団体会員　30,000 円
　　　 ※それぞれに正会員と賛助会員があります。
入会のお申し込み、会員の方のメールマガジンのお申
し込み、住所変更などは会員担当の寺西へ。
　　　　　　　　　　　　　→ s-tera@ngo-jvc.net

JVC の活動内容をご紹介しています。お気軽にご参加ください。
会場は JVC東京事務所、参加費は無料、予約不要です。
　　◎第 1 月曜日午後 7：00 － 8：30
　　◎第 2・第 4 土曜日午後 2：00 － 3：30

■ E-mail                        ■ウェブサイト
　 info@ngo-jvc.net              http://www.ngo-jvc.net/　

※本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。

※本誌は、日本の森の間伐材を有効利用して作られ　
　た用紙「間伐材印刷用紙」（古紙 90%、間伐材パ
　ルプ 10%）で作成しました。
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「ケドラ」を街中でつくる

ケドラとは、羊肉やヒヨコマメの入ったパレスチナの伝統的な
炊き込みご飯。お祭りのときや家族が集まるときに食べるごちそうだ。

街中にあるお店では、お客さんが材料（羊肉、ヒヨコ豆、
お米など）を持ち込んで、お店でつくってもらうことも。
専用の鍋で調理し、石窯のオーブンで焼き上げる。

（ベツレヘム旧市街にて撮影）

※本誌は、イーパーツ寄贈プログラム「Adobe ソフトで市民活動
　も、クリエイティブ力＆デザイン力UP！」提供のAdobe 
　Creative Suite 3 Design Premium で作成いたしました。

会員数（7月 31 日現在）　合計 1,324 名
　　　　　（正会員 644 名、賛助会員 680 名）


